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部会名 発達障害者支援専門部会（事務局：障害支援課障害児・発達障害支援係） 

部会の目的 
発達障害者の乳幼児期から成人期までの一貫した支援体制の整備について調査、 

研究等を行うことを目的に設置。 

開催日時 

及び 

議事概要 

【第 1 回】 令和 5 年１月 17 日（火） 

１） 令和３年度 堺市発達障害者支援センター運営事業 実績報告 

 実績報告（抜粋）…別紙１参照 

２） 令和４年度 堺市発達障害者支援センター運営事業 中間報告 

 令和４年４月１日から 9 月 30 日までの相談件数、支援内容等について  

報告 相談件数は 1,444 件（発達相談 1,083 件 就労相談 361 件） 

 成人期の支援として、「自己理解プログラム」「社会復帰準備プログラム」を実施 

 「家族向け障害理解プログラム」を実施。 

 ４月２日から８日までの発達障害啓発週間に、イオンモール堺鉄炮町、市役

所及びに健康福祉プラザにてパネル展等を開催。 

 また、発達障害啓発週間に合わせて行っている講演会について、令和４年度は 

新型コロナウイルス感染症拡大防止のためオンライン開催とし、4 月 10 日に

「Let’s Talk!発達障害の合理的配慮～当事者の視点から～」をテーマに当事

者による体験談について講演会を開催。参加者 58 人。 

３） 令和３年度・令和 4 年度上半期 発達障害専門医療機関等支援事業    

中間報告 

 令和 3 年度・令和４年度上半期の事業実績等についいて報告。 

 医療のネットワーク構築に向けて、各医療機関への周知、市内の発達障害  

診療の実態把握等を実施。 

 「かかりつけ医等発達障害対応力向上研修」を実施。 

 委員より「かかりつけ医等発達障害対応力向上研修」の修了者の所属先   

について知りたいとの声があり、堺市ホームページにて公開していることを伝えた。 

４） 令和４年度 発達障害者（児）支援事業について 

 令和３年度「4・5 歳児発達相談」アンケート結果について報告。保護者で

は、 発達相談を受けてよかったかの質問に 96.9％が「大変そう思う・ややそう

思う」との回答であり、園では、98.6％が大変そう思う・ややそう思うとの回答で

あった。 

 相談時の様子をまとめた『振り返りシート』について、保護者に渡した後に幼稚

園等と共有しているかの問いには、「はい」が 89.6％であった。 

 令和３年度「養育者勉強会」アンケートからも、満足度が高く、子どもの見方・ 

関わり方・理解に関して、良い変化があったとの回答が多くあった。 
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 年中児を対象とした「4・5 歳児発達相談」、「養育者勉強会」（短縮版ペア

レントトレーニング：堺市版 PT）及びフォローアップの会、療育支援の実施及

び支援者向け研修を引き続き実施。 

５） 各関係機関の取り組み 

 「４・５歳児発達相談」（障害支援課） 

令和３年度：実施回数 82 回、来談者数 194 人 

 「巡回訪問支援」「地域発達支援教室」（幼保運営課） 

令 和 ３ 年 度 ： 巡 回 施 設 数 168 か 所 、 の べ 巡 回 回 数 422 回 、          

のべ対象児童数 3,001 人 

 さかいっこひろばにおける発達相談（障害支援課） 

令和３年度：相談件数延べ 276 件 

 あい・さかい・サポーター養成研修（障害支援課、幼保運営課） 

令和３年度：6 期生(１年目）：49 名 

※ 令和２年度は新規募集を行っていないため、２か年の修了者はなし 

 私立幼稚園巡回相談事業 

（教育委員会事務局教育センター能力開発課幼児教育グループ） 

令和３年度：巡回施設数 10 か所、延べ巡回回数 30 回(各園 3 回）、 

対象園児数 34 人 

 幼稚園早期支援員の派遣事業 

（教育委員会事務局教育センター能力開発課幼児教育グループ） 

令和３年度：実施回数 17 回 

６）あい・ふぁいる調査アンケートについて 

 令和３年度に実施した「あい・ふぁいる」調査アンケート結果を報告。 

 回収率が 24.7％と低かったため、再周知を行っている現状を報告した。 

今後の 

方向性等 
令和５年３月末までにあい・ふぁいる調査アンケートの再周知の結果を報告する。 

参考資料 別紙１ 令和３年度 堺市発達障害者支援センター運営事業 実績報告 


